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水
星
日
面
経
過
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本
年
五
月
八
日
に
水
星
の
太
陽
面
恥
過
が
起
る
。
侵
入
（
ヨ
α
q
完
ω
ひ
，
）
は

太
西
洋
、
北
ア
メ
リ
カ
、
南
ア
メ
リ
カ
の
北
部
及
西
部
，
太
目
洋
、
東
部

ア
ジ
ア
及
東
部
濠
州
に
於
い
て
遍
く
観
望
し
得
べ
く
、
出
離
（
£
器
ω
ω
）

は
北
ア
メ
リ
カ
の
極
北
東
部
、
太
李
洋
の
中
央
並
に
西
方
部
「
ア
ジ
ア
、
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寒
心
、
印
度
洋
、
ヨ
i
p
ソ
バ
及
ア
フ
リ
カ
の
極
北
西
部
を
除
く
地
方

に
於
い
て
｝
般
に
観
望
し
得
べ
し
。

今
世
紀
間
に
は
十
二
回
の
経
過
こ
二
回
の
接
鰻
三
か
起
り
、
そ
の
中

四
同
は
五
月
の
月
に
起
る
も
の
で
上
脇
に
示
せ
る
が
如
し
。
本
年
の
経

過
は
七
時
五
士
分
で
十
こ
同
あ
る
中
で
最
も
長
時
聞
の
も
の
で
な
る
。

そ
し
て
水
星
は
殆
，
ご
太
陽
面
の
中
央
を
経
過
す
る
が
故
に
、
そ
れ
は
極

大
時
間
よ
り
も
極
少
し
許
り
短
い
に
過
ぎ
な
い
。
｝
九
七
〇
年
に
は
叉

直
し
く
て
、
其
の
経
過
時
間
は
七
時
四
十
五
分
で
あ
る
。
日
九
三
七
年

の
五
月
十
一
ロ
に
は
水
星
は
内
合
に
際
し
て
太
陽
に
非
常
に
接
近
し
て

通
過
し
、
爲
め
に
殆
、
ご
彩
球
（
太
守
を
包
め
ろ
赤
氣
層
）
上
に
投
影
さ
れ

て
見
え
る
。
而
し
て
太
陽
の
端
に
封
ず
る
最
も
近
い
接
近
は
孤
の
一
秒

よ
り
少
し
大
な
る
に
過
ぎ
な
い
。

　
今
回
に
本
年
の
水
星
日
面
縄
過
の
諸
要
素
を
記
せ
ば

赤
経
に
於
け
る
合
の
グ
リ
ニ
チ
李
均
時
五
月
七
日
三
時
三
〇
分
四
七
・
O
秒

太
陽
及
水
星
の
赤
経

毎
時
の
蓮
動

太
陽
の
赤
緯

毎
時
の
薄
動

六
星
の
赤
緯

毎
時
の
蓮
動

太
陽
赤
道
の
水
卒
視
差

太
陽
の
眞
覗
牟
径

水
星
赤
道
の
水
李
親
差

水
星
の
眞
視
牛
径

　
次
に
我
國
に
於
け
る
各
地
の
子
羊
の
事
情
は
次
の
如
し
。
　
　
　
本

暦
よ
り
同
好
會
員
の
比
較
的
多
く
居
住
せ
る
地
葺
を
ミ
り
た
る
な
り
。

　
　
　
　
五
月
八
日
水
星
日
面
経
過
の
各
地
方
の
事
情

二
時
五
八
分
五
丁
三
五
秒

北
へ
九
・
七
〇
秒
及
南
五
・
二
八
秒

北
↓
六
度
五
八
分
九
・
四
秒

北
へ
○
分
四
一
・
〇
一
秒

北
一
六
度
五
九
分
四
四
。
四
秒

南
へ
一
分
七
・
七
秒

八
・
七
二
秒

一
五
分
五
〇
五
二
秒

　
五
・
七
八
秒

五
・
九
九
秒
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、
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三
七
毛

ご
、
三
七
・
七

．
｝
、
三
日
目
噸

ご
、
三
七
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二
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右
の
う
ち
方
向
は
上
よ
り
左
廻
り
に
測
り
、
零
度
よ
り
三
百
六
十
度

に
至
お
。
叉
爾
中
心
の
最
近
、
こ
は
地
球
を
中
心
、
こ
し
て
見
た
る
時
に
太

陽
及
び
水
星
の
爾
中
心
が
最
も
近
く
見
え
る
時
間
、
方
向
及
び
距
離
を

示
め
せ
る
も
の
な
り
。

　
終
り
に
水
星
の
経
過
を
観
測
す
る
に
は
小
望
遠
鏡
（
三
吋
場
上
）
を
用

ひ
る
を
必
要
－
こ
す
る
。
勿
論
接
眼
鏡
に
は
嗜
黒
色
又
は
其
の
他
の
色
の

サ
ン
・
グ
ラ
ス
を
用
み
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
或
は
投
影
法
を
用
み
る
も

・
r
①
し
一
こ
す
o


